
中小企業信用保険法第２条第５項第２号認定申請書別紙

申請者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　
	　　年　　月～
　　年　　月※
までの売上高等
	Ａ 指定事業者に対する取引額
	Ｂ 期間中の全取引額

	
	円
	円



【指定事業者に対する取引依存度】
※申請月の前月までの原則12か月間の売上
	取引依存度【(Ａ/Ｂ)×100】
	％





【Ｅ：Ｃの期間後２か月間の見込み売上高等】
	今後２か月間
売上見込み
	年　　　月
	年　　　月

	
	　　　　　　円
	円




	[bookmark: _Hlk153194839]合計【Ｅ】
	円




見込み売上高積算根拠



申請月が令和６年２月、「最近１か月」を令和６年１月とした場合
記入例

中小企業信用保険法第２条第５項第２号認定申請書別紙

申請者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　
	５年　２月～
６年　１月※
までの売上高等
	Ａ 指定事業者に対する取引額
	Ｂ 期間中の全取引額

	
	６，３００，０００円
	１８，０００，０００円



【指定事業者に対する取引依存度】
※申請月の前月までの６か月間または12か月間の売上
	取引依存度【(Ａ/Ｂ)×100】
	３５％




【Ｅ：Ｃの期間後２か月間の見込み売上高等】
	今後２か月間
売上見込み
	６年　　２月
	６年　　３月

	
	　１，５００，０００円
	１，５００，０００円



	合計【Ｅ】
	３，０００，０００円




見込み売上高積算根拠
(例１) ２月　売上Ａ　○○円　　　　３月　売上Ａ　○○円
売上Ｂ　○○円　…　　　　　売上Ｂ　○○円　…
　　　　　合計　　　1,500,000円　　　　合計　　　1,500,000円


(例２) 宿泊業や予約受注業種等
　　　現時点予約数　　２月　○○件　　３月　○○件
　　　　　　　⇒　○○○○円＋○○○○円＋…＝3,000,000円
(例３) 例１や例２のような具体的な数字が見込めない場合
・○○○○（今後の見通し）を踏まえて社内で検討したところ、前年比〇％減が見込まれるため。前年２月・３月売上　○○○○円→3,000,000円（〇％減）
又は
・○○○○（現状）の回復が見込めず、２月・３月も１月売上と同程度で推移すると思われるため。

